
汚濁防止の決め手のないことが判る。

(6月 }°矢譜探警響皆免をF石管督ゲリラ豪雨ぷン
晶品紀客象ユ蜜れ整ン穐猪坐嬰播総蔦幕遷
々と水に戯れていた。

黎給竃た露暫枕ほ貫控塔皆客ユ奈!祐`監醒

昂a岩母ュ塚暑8格暑R岳富母岳畳督密魯
なくなった。

言暑:畳誉寄告号を母官を旨雷を合骨岳号
ガニは少なくて残念だつた。

晶黒あ早さ身う警テ少壕審害雷炉喬報告書

需景岩雪暑桑:岳,t審骨暑:唇景居葛密譜
約束する。

8晶た晏ど邑準畠毘用桝挙馬評驀下流の親
套含祷'昏頸寮唇歴急C増ど幣健晶堅牟ど!こ
6月 10日 (水)里 親通信発行
文所で作業。山本、黒田、二日、桜井さん。
配達終了後、鶴三小へ。新任の菊池副校長
先生に面談。これまでの交流の経緯をお話
しする。前任地は境川に近かつたそうだ。
夕方、魚民で一木会。山本、黒田、桜井ぐ
生江、久山、首田さん。「まつり」の役害1分
担等を話 し合 う。

( 5月〕
°客翌々嬰季壕学生ブ経磨実に恵まれた。
水の濁っている日が多い。特に気になるの

は水面に浮かぶ泡である。洗斉Jであろうか。

水底はきれいになり秒の粒子が見えるほど

になつてきた。変化が起こつている。

鯉は月半ばに繁殖期を迎えた。 1匹 の雌

に複数の雄が寄 り添い浅瀬の辺 りで激 しい

水音をたてる。中には腹の辺 りを傷つけら

れた雄もいる。 自分のDNAを 残す餓烈な

聞いか。 こんな日が 2週 ほど続いた後、も

との平静にかえる。

5月 6日 (水)里 親通信印刷 ,一木会
二日、山本、黒田、桜井さんと印刷。配布。
夕方、魚民で一木会、山本、岩上、生江、

黒田、桜井、黒田さん出席。いつものよう
に水質の改善方法について侃々譜々。

5月 10日 (日)定 期清掃日
快晴微風、絶好の清掃 日不B。スッポンが浮
いている。和光鶴小の大野先生も参加。
下堰～能ヶ谷橋間に、胴廻 り15Cm程 の

青大将を4匹 発見する。終わつていちょう
会館で反省会。「まつ り」の準備について。

5月 19日 (火)環 境保全課 ・訪問予約
最近の水の濁 り、泡の状況をお話 し、面談
の予約をとる。

5月 21日 (木)水 サンプル採集
夜明けが早い。 5時 に家を出る。泡が一面
に浮かんでいる。泡の発生源を追跡する。
上流の神明橋まで続いている。流出元を突
き止めることはできなかった。

5月 22日 (金)環 境保全課訪問
山本、黒田さんと訪間する。生江さんが撮影
した自濁の証拠写真、下堰 ・観察記録を持参
する。行政として定期観測は行っているが、

何故 か魚 が少 な くな りま した

真光寺川を清流にする会
世話人 山 口拓郎

畠量!告身遷量と雰響原冒尾。たゎってぃち
ょう会館で反省会。 「まつ り」の準備 と分担

を決める。

3晶1と象暑査奮!会落丞畜筈蟹覇下堰で顔
なじみの野田さんに会 う。「まちびと」で

定期清掃 日のことを知った由。次回から参

加 したいとのこと。大歓迎 !

午後、和光鶴小 。中島先生へごみフェスタ

の報告書 35冊 、お届けする。小菅先生に

めだかプレゼン トのめだかをお願いする。

今年は屋上の水槽が壊れ飼育に失敗 したそ

うだ。虫のいいお願いだつたかもしれない

が調達がにわかに心配になる。

6月 19日 (金)和 光鶴小体験講座
午前 10時 、 70名 が来る。今年は4年 生

d堪盗F塗建雷考言磐鷲響密戸
ることになつ

天気は上々。下堰が歓声に満たされた。

6月 26日 (金)鶴 三小太田先生から電話
4年 生の体験学習、 7月 8日 午前に実施 し

たい由、連絡がある。

6月 30日 (火)下 水道部 ・訪問予約
真光寺川の上流部分を所管している部署で

ある。できるだけ汚染の証拠資料等も持参
するよういわれる。

{7月 }
○毎朝の観察にもとずく感想
梅雨明け宣言がされたが、ぐずついた天候
が続 く。 日照時間が少なく異常気象と報ぜ

られる。鯉の数はめつきり減 り4～ 5匹 と

なる。亀が浮いているのがしばしば見られ

韻祐裸逢嫌宅ネ供君皆ふ多宗ぞたP変
わら

7月 3日 (金)下 水道部訪問
最近の水質の状況を報告 し周辺の下水設備
設置の状況を教えてもらう。山本、黒田、
山岡、岩上さん同行。上流の飯盛神社周辺
一帯は未整備だそ うだ。
まつ りに使 うめだかの調達もお願いする。

7月 8日 (水)鶴 三小体験学習中止
雨、いつものように6時 に下堰へ。やや増
水 している。雨強 くなる。 7時 過ぎ、太田
先生から電話がある。川の様子を報告する。
8時 、中止と決まる。
午後、支所で里親通信の印刷。山本、黒日、
桜井さん。子供達の予防注射で混んでいる。
夕方、魚民で一木会。「まつり」の準備 と役
害J分担、めだかの調達等につき話合 う。

7月 14日 (火)太 回先生から電話
夜9時 、太田先生から、先週延期になった
体験学習を明日実施したい旨連絡があった。
予定していなかってので慌てる。人方連絡
し、ようやく山本、久出さんが対応して下
さることになりほっとする。

7月 15日 (水)鶴 三小 ,四年生体験学習
快晴。絶好の体験学習日和。山本、久出さ
んが対応。高原校長も見えられる。

7月 16日 (本)水 サンプル採集
5時 に家を出る。下堰 ・開戸親水で採集し
たところで、大腿部に痛みを党え歩行困難
になる。残念ながら 「せせらぎ緑道」「鶴川
設備工業裏」はギブアップし帰宅する。
午後、鶴三小の運営委員会に出席する。
子供達と地域とのかかわりについて建設的
な意見が交わされる。

7月 20日 (月)下 堰親水の草刈り
8時 半に集合、まつり会場の車刈りをする。

督奔t暴塁↓、警苦1欝告上媒黒泉宮ぞ架縫
部が痛 く余 り貢献できなかった。

7月 24日 (金)ま つり前日の準備
雨模様、翌 日の天侯が懸念された。めだか
の調達 とミニ水族館の魚の確保が最大の課

唇チr型 客 と乏黍審与森咎ぞ疑歓早沓景

が

7月 25日 (土)第 8回 真光寺川まつり
夜が明けるのを待ちかねて下堰へ。前日の

増水は収まり通常の流れにかえつている。
奇跡を見るような思いだった。全員張り切
つて準備に取 りかかる。
10時 、予定通 リオープニング。
高曇、微風、絶好のおまつ り日和となる。
例年通 り多くの子供達、親子ずれで賑わう。
①魚捕 り、水鉄砲、笹舟ながし
○ ミニ水族館
○シュロの葉でバッタの手作 り体験
○和光鶴小の工作物販売
①投網教室
○勇壮な桶太鼓演奏
○待望のめだかプレゼン ト
下堰一帯は子供達の歓声に包まれる。
そして 3時 にエンデンイグ。恒例の夏の行
事が無事終了した。  (こ の項おわり)


